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町1怖149対空に才=ナる椎柴川機器は,総1需要のナ成i蛙ノ女びイン

フレトにおいて,′l二れ コストの†山jrrlFで多大の呈iを壬繁をノ安けた

が,技術巾iでは無公′L‡子化,日勤化,i糊丁‾摘互化などの開発,改

沖に見るべき成一粧を挙げ柑た｡

圧延機r‾ミ別系では,世界拉高水畔の技術力が認められ,新鋭機

が続々と海をi度った｡ニ桔に南アフリカlりけに納入した人答旨主綱

け圧延設備は∴i一に千計算機制御による紋所鋭機で,[′J土軌化,打

力化ノ女び品矧｢り卜のレベルを】l■～iめ,注臼すべき成一リミを挙げた｡

1も休機関係では,【‾lミIlノっ外1Jりけ芥純プラント何として,超満

圧エチレン圧縮機,3501t圧遠心J二L溜㌣i機をはじめ,遠心ノ之び子‾i三

子宮土拘圧純絹覧を続々1こ成きせ,大きなり三糸即ごr川口をみた｡;空･望鉄l｢】j

けノぇび大形ボイラl｢小ナ公吉対策排凪機はますます人件き化L,

甘安は引き続き州人している｡ 一方,′lプI三能】｢り_卜,メインテナ

ンスフIj【の要求にhむじて,ブロワ,スクリュー｢王鮒樅の標

準パ､ソケー,ジ化か1こ成し,l‡Hヲ邑巾でのJ戊米を挙げた｡

?と.抑1‾J冷i束慌として,カ}ス焚き収収冷‖かノi機の請言質が抑え

納人実プ抗を伸ばした｡タ【ポi付凍概をイむ川Lた令l′1劫‾址人答

_ぎ1壬の邪心ガス脱水装置を完成した｡
ポンプー汚ほ門に才一iし､ては,排水機増収びに処雌楊の人形化に

イ､【てい人苓_Fil二機の詫言J安が村人した(〕多様化ニーーズに対L,行稚

技術の朋党が行なわれた｡特にLLJ二川=二水場ポンプ設イ肘ま,

プ状公二i_引上も髄汀ポンプ場とLて,注[‾_】すべき成米を挙げた｡ま

た;法皇鉄J叶洞･1叶界拡大級デスケMリング ポンプ設備を完成し,

lh工r製作=斤の1世界水準rlてJな柁術力を′実証した｡

変速機l災】係では,開発シリーーーズ化J卓望品である油仔クラッチ

1勺歳形鋼枇溶接臓左立て形かさ諜い軽減速機が1三成した〔,

省力機箸別甥係の成果としては,人間の持つ優れた手先の感

覚,位び機能を生体工亡羊的_､工･場で検討し,精密なはめあい作

業を■り頂巨とLた触′党はめあいロボットの完成,常用モーⅥトル

の′豊i主から加工,組立,発送までの生推機能全体を屯ナ.汁算

機で制御する総合･′‾f三権システムの完成をはじめとして,小形

漁船用′在勤ギヤⅦド キャプスタン,条鋼ハイリフトなどが開

発された｡

建設機矧廷j係では,r一郎た初の仝油圧駆ヱ拘方式の新形トラ､ソ

ククレ【ン シリーズの開発,強力な掘削力,切羽全州の掘

削リーーチをもつバケット エキスカベータ什シーールド掘進機の

開発のほか,油圧ショベル シり】ズの拡允,油土l‾三式アースド

リルの【主臼発などが進められた｡

二｢作機関係,溶接機関係では,l]刺化,高能率化のニーズ

にそう新製品として,タレット式日刺=ニー主と交換装i;引寸きのひ

ぎ形NCフライス盤,日立一アシェ放`-一己加二1二機,ノ女び､l′二【1上助ア

ーク桁接機TSアーク｢Fシリーズ+などが完成した｡

7.1圧延機

大容量金岡片圧延設備

lトンニJ卓出1三ノ叶がISCOR什ニューーーカlソス′レ‾‾1‾‾二場に納人した

鋼什tl三･妊設怖は,【`1刺化,符力化,三けに髄-㌔‾,-.品門のl叶H二村

してギ`収を心､つた人容F‡呈二設備であり､終仰の斬新な機仙がl樋

I叶に′採り入れ⊥､っれた1世界泣所鋭の鋼片Jt+吐こ没伯である.-)圭た

ノ.t主催設i汁,カリバ デザイン,ロール ショップ,グラインダ

設備,仔延技術を含めカターーン キ【ノブン〔の--‾呈■柑削1‾口二進設伯

の初めての輸山品である｡

このプラントは､昭印49fト4月にホlソトランう一己了後,好朋

に柘刺を続けている｡

以下,ニク)ぷ抑沿の+三什様ノ之び特1主を紹介する｡

凍 柑:205mmX315mm 3.5～14m

･与望 品:76～130mm角×6～17m

設備能力:1,600,000t/年

主な朽i主は,

(1)†二i三社方法はノ【ツイスト,スクエアーダイヤモンド1土延と

し,Ⅴ一一Hミル4スタンドの連糸売b三延方式を採川した｡

(2)中血圧延機は_卜部駆動方式,スピンドルはキャリアカ式

とLて,r叫転角,71三石スピンドルの遠隔位置決め装置を採用

した｡

(3)水‾､lそ圧ノ廷機はパスラインに対するカリバ シフトを セル

シンガ式により迅速,且つ正確に遠隔操作する｡

(4) ミル ガイドは,申拍二圧延機でレスト バーの観古間きド

ア方式を採用,水■､】(圧延機ではダミー パス叫のガイドもキ埴､

した_トトグ)レスト バーの特殊連結機イ滞を採用し,ガイド交換

の迅速化を図った｡

(5)フライング シヤーはダブルクランク方式とし,また切

断仰の形状や切断柿腔を上げるため,パソクラ‥ノシ消去装吊､

カキ勿ギャップ朋雪器装間を設け,史に熱呈;をき竿を巧‾慮した他ばを件

のゲージ ローラなどの採用により,ライン スピード2.2m/s,

一一切断サイクル2.3秒の砧サイクルで±20mmに切断枯性を卜げ

ることができた｡また,後端クロリプ処理についても;出l試】歩

どまりをl‾rり卜させるため,5仰類の切断モードを設け,それ

ぞれ目上助川Jに選択でさるようにした｡

(6)ビレット クーリングベットは製品の仙がり,きず付き

をrリJ止L,且つ冷却効率が従来の約2倍の高件能口Mタリー

式クーリング ベットを手采J召した｡

(7)その他,全体の七度管理を行なうため,5子iのスタンパ

及び6≠iの梓芯機をP妃i賞し,圧延製品管玉【巨の合理化,枚び省

力化をl蛍1った｡

ン瑚
著者華子'

稼動中の連糸売

ビレット圧延

オ幾
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日本砂織鋼業株式会社納め大型ブルーム連続

鋳造設備

鉄鋼電乞〈炉ユーザ【向け大代一三連続鋳造設備として,人帖な

省ノJ化,及び縞速鋳造による高稼動巧く設備を完成し,日本抄

毒哉鋼業株プじ会社に納入した｡

設備の主な仕様をフ欠に述べる｡.

(1)ノ正1毛炸:70t炉､(2)寸法:225×245mm角,(3)ストランド:4､

(4)能力:23,000t/目以__r二

設仰の主な特技を次に述べる｡〉

(1)全自動柱潟による.1■ごi速女1ヒ鋳,盲立り方j左油性1.4m/皿in)

(2)モールド ユニット交柁に.よるメインテナンスノ円三の什卜

(3)1,000t油圧シヤー抹消に.よるjおと√まりのIrり_卜

(4)切断一切Ll矯止機の.没-F引二よる--りハ+彬北の此二ぎ年

(5)煎接分`例式ダミーーバに.よる叩主イ脚.川Jの如紺i

(6)`･≡は乞く■1い二1モ‾交流ノi珪助樅化を拭‖Jすることに.よる伯㌢了の簡

素化

日本砂舌鼓鋼業株式会社

納め大型ブルーム連続

鋳造設備(スプレイ ガ

イドローラ)

全自動ライト セクション圧延設備

粂鋼圧延設備では,多.1｢.純･多:旨‡牛戸た,.～.-,門の‥1卜,れ-プJ

化などを強く安望されていたが,二のたびUS CO‾什に納入

Lた全自動連続配列ライト セクション ミ′しは,ニグ)=l'lミJを

j土成Lた貴之析の設備である,_i二な構成機一片:‡は.机‾二巾拝延機

1スタンド,埴科抑Jに附帯された中川ノ之びイ⊥_卜Jl三ノ吐機肝10ス､

タンド,i令一川床,コーールド ンヤー1などか⊥､〕寸満城される.

ニグ)設備の指土壬は二大のヒムりである_.

(1)判Lミルまわりの11Ⅰ助化と連続ri三延髄による′ト稚件の向卜

(2)ループ コントロールによる品田のl｢り卜

(3)スタンド組作‾方J(による接ヱ的中のl｢り_卜

(4)テバイデイング シヤー一による【ノー†刺サンプルグり采取

(5)f貨椀徐冷などの多卜川勺iて川‖末の採梢による.1げ妄のれ卜

(6)カMトリリジペコ【ルト シヤー一に.よる刃作帖l…りグ)如縦

連続配列ライト セクションミルの仕上げ及び中間圧延機群

60

大型プロセシング ラインの完成

社で卜,舶釘†め′1き鋼枇,ステンレス細粒,ノ女びアルミニウ

ム枇グ)1‾プ.言懲ク)坤り(ととい二,fTカニ製作巾では多数のプロセシ

ンア ラインを1むJ丈Lたので,その特上主を紹介する.｡

(1)吋二枚札埴糾三溶融仲釦iめ/-ノき.設備

休J-(:さ什巾‥憎望鋼巾に納入した亜鉛めっき,設備は?省エネ

ルギー､/之ひI公丁〔耶〟+!二設備を組.み/ナわせた去芸所鋭の設備であ

る_.

めノーノきの小心-た1ユには,既に紫界で多数様上拘しているYG法

グ)拭川をはじれ 一丁熱炉には燃料として砧仰ガスを托川し,

_1二域乍体グ)熱効率のl｢り卜を卜対/ノた｡
また恨批液IL州丈装置,燃料の脱硫設備,及びノ.は1(築摩機な

どを細見†㌻メっせ,公/.iチのl;ガ+l二を｢ヌ】った､｡

(2).l■ごi油辿続桁融･ll蛸iめっき設備

トl粁左･望鋼件⊥(会社市川製造I叶に納入Lた設備は,め/ンき適

性180m/minの■;一方速ラインである｡

圭たオペレーション､ノ之ひ'′手工在管理は屯了一i汁算鴨のj導入に

よりり三施Lている｡

め一-ノきク叫J心部には高速めっきに過Lた改良形YG法を採

田するととい二,成■訂∫品門のr･′り_卜を阿るため口_､ンニ製作所の研

究成一果を紙り三した舟件能:テンション レベラを附し,高級ふ1乍′壬

の成一1｢-が牛舵ur能で,好調に柘刺している｡

(3)センソマー･一 三ルを配置Lた広幅ステンレス鋼連続焼妄屯酸

沈設怖(AP ライン)

スペイン,アセ■Jノックス朴に納入した板帖1,580mm川のA

P-ラインは,6f笠Jじセンソマー ミル､枝びサイド トり【マ

を円止し,ステンレス鋼′卜耗工柑グ)知新,伎ひ､成.打,.1‾.け壬の1rりト

キトズトーノたJlと新鋭の設備である‥

6J二貨J-しセンソマ【 ミルのロMル組作は､ライン逆転巾に糾

方1･(のロー′レ細作装置により幡北部はラインが作止すること

乙･く,ポJ4分f7りで=J能である.｡

また舵拙い綬にサイドトリーミングすることにより,ホッ

ト スト り､ソナの枇帖の1上寸化が王､メ1られているっ

(4)ア′しミ コイル川-llJi速フライング シヤーの完成

∴二菱ア/しミニウム株式会社に納入Lた才ご託動形フライング

シヤーは,業界克を高速J空180m/minでのせん断が可能である｡

二のフライング シヤー｢にはし了立Jき望作所が開発Lた催=≠Ⅰ三カバ

ランス装置のロータリー･- バランサを才か‾口L,切断相性の向_卜,

J之びスムース､なj雀転が可能である_

/｢綬,いj仰の■:17i辿フライ

ニ感′ら

む-!

毒さ

さ遠義盛顔酸琴
高速i垂続溶融至臣鉛めっき設備

ング シヤ【の丁古賀が期待される｡
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広幅ストリップ用高速テンパー圧延設備

日立製作所が今回ISCOR祉･ファンタビルパーク工場に納

入したテンパー圧延言劉備は,1,850mm幅の広幅ストリップを

1,500m/minの高速で圧延することができる設備で,豊富な経

験に最新の技術を加え設計製作されたものである0

主な仕様をi欠に述べる｡

(1)ミル形式:1,520/58対×2,032L(mm),4H,(2)圧下方式:

-､HYROP-M'1(3)圧延速度:1,500m/min,(4)圧延材料:0･4～

2.0厚×610～1,850幅(mm)

また,主な特長を以‾‾lTに述べる｡

(1)圧延速度1,500m/minはJム幅用テンパー ミルとしては世

界最高速であり,生産ノ性向上に大きく貢献している｡

(2)庄下装置には高応答性で,且つ保守が容易な"HYROP-M''

を採用して自動伸び率制御を行ない,高精度の成品が得られ

るように配鱒二されている｡

広幅ストリップ用高速テンパー圧延設備

㌍

嶺
竹甲辞書

7.2 圧縮機･送風機･冷凍寸幾

各種排煙月見硫装置用ファンの完成

近勺二,公1i子l;ぷ【卜,㍗帥芦右の小でも排か'ス小に汁まれる仙甜咤ガ

スをl端ミ+こする排怖脱仇装i盲て-:は,ノセ､埴に人?妄_‡-呈二化Lている｡ニ

れに什し､ト]装-こr川Jフアン 川妃硫フアン)も人ナ｢う化し､小いモー

′.=はノJ株式仝祉+Ll∴りく力紆.-か斤3う川帥+けでは,500MW碓`心Ij

ボイラの1モ_こ1上封l三ガ､ス処一叩グ‾)ため,4,100kWl比統一7丁ン4てど丁の

加悦となっている｡

脱硫フ7▲ンは,その叶⊥‡攻いケスグ)什門_卜,隋氏ヤク､'スト什

才子による批判の発_仁1_二が惣一合されるので,1イ料の逃)L,い抑作グ)

吋･大,棟紫の検.汁などに卜分な‾ぢ■収かなされ,上土糊川にわた

る油紙逆性に支ドごてモがないように.iユ】汁､J安･望∩三きれている｢.

圭た,人形機でありご+北川〔外J.肘虫が一指し､たタ㌧ イ川ミニ紫衣法

を川し､てI心力了昨析を行ない､強壮_卜のノ左全作を昨.言.どしている｡

前】言仁一1主.1∴㌧火力ヲ己

′【=む州｢小ナをはじめ,

5慌純10子㌻の大形

脱瑞三フアンをう呂成

L,月川≡8f‾｢のr左上州三

がj壬生め′ゝ〕れている｡

壬非煙脱硫装置用フアン
掛･

監護≡:､

350atmバレノレ形ターボ圧縮機

社て卜,糾】丁けラントの仰仁化れ1､袖に逝こみ,圭たそのイ∴柑

什に対するぢ‾∴ノ/も人きくJ畦上レL/つつある′1

二♂り甜～彬覧はアンモニア ブラントにf-I卜､られるもので,設

‖卜ノー仁力は夕一ポロ三郷機とLては,1■いtの350atmであり,女1州三

に十分な才一i÷止が払わメLている｡二のJて三縦機の与望nミに先､二仁って,

以‾トグ).上うに十安部の′左1ヒ什.;+-し験を実地L,い柑件の山f削･ど

を子fなった(〕

(1),L■占=こ･l仙寸j】JシールりングのIr【i‖左ミ刺作,ノ之び耐久作

(2)-;■川こ･l仙寸斗三;;f■この安1上作上的ノ作

中.帖上さ⊥し峡では仙批判75′〟叫もミ刺を放rl刀川りに′j一え,Jt湖矧J､J

Jlこを250atm圭で卜げ､州転数15,000rpmで油紙逆転を什ない､

シール=ンデのIFlけ人件が椰.i｡どでき,如にi柳川【り寸斗呈ii`■‡:〆)∠左1上

作刺仰いり二川㍉;思された′.′ト紹の,アンモニア√ナ戊をはじ･めと

寸る-･.■古=エクラントにおけるi六和が川手-1三されるし1

甜づ竹 ‾ 弓‾‾′聯′‾′

､邁､ゾ空

賢妻: ん

瀞熟ん､ギ･感こ

､J､､ こ芯号∫､泊′ニむ嶺療′三才～､､､;′感
鮎恥ぎ演き

･と･′弼､ぷ"

寛ぎ預′

薮∴
轡将

′

才三

㌻

シールリング

試験実施中の

ターボ圧縮ヰ幾

遠距離圧送用の高圧･大容量都市ガス圧相磯

洲叫血糊こ1こJ一〔仝什約ダ)の1,550kW子i三千舶州ラ3f貨邪心オ'スJl三

納言粍2f;をノノこ収した(ユ

ニの†1三抑機は耶‾心材､ス供約=湯のり三約′ナ即化をトズ1るため,

.i立抑俳をi+･j｢‾仁でJ十三j去する装‾抑二仙川されるもので,rl三j壬IlエフJ
(什‖=】三ノJ=ま25kg/cm2とこれまでのi言亡紬■1【■1である｡また,心

仙+也に.丁′之;;･■けるた肘掛【川▲勺盲と∠左乍対恥二は特別乙りり山,きこが払

われている‥

(1)終シリンダ州収入,ノ之び‖卜=lしには汁=∫1二汁三吉肘IJグ)ス十ソ

バを11立1)付け｡騒.･■1二の†代‾卜をⅠ､刈る.と.ともにクーノーラやセパレータ

など〝.)仙低い1与lノ､Jに批汁一一三L,址Jキミを仙√'珊キj左にして僻.､■■.こが外

部にi心音メLるのをl;小､だ.､

(2)｢フナ､ス小1て扶+にJ.!三づいて.さ_辻.汁･空･竺作L,正弦Lいん】げ川二押

を什な1たlr

(3)■∴i咄りト形化を川i),址!ぅ三全休を′｢でめた綿i刑′1三をノぢ‾瓜L/∴

静岡瓦斯株式会社納め

l.550kW往復動形3段

都市ガス圧縮機
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日立低騒音多翼送風機｢ハイシロッコ+

ビル空弧設胤
一一般授1川ほどに他律ほれろ送風機により

発生する騒√tfは,それら設備髄ftl二の｢-rl心的問題と考えられ,

その対策,減11i二が強く望まれている(｡

これらの用途に数多く使われる多蹴封軋機の騒㍉川袖丈,ノ之

び効-やの向+二を回り,環鳩の改善と併せて′一にカエネルギーの

節減をU的とL糊-ヲ己を進め,臼_､二倍準多巽フアン肌悩汀;ニシリ

ーズ｢ノ､イシロ､ソコ+を先′丘Lた(つ 以一卜,その才如主を掛i_tに

紹介する口 外形寸法は従来慨和と比べほほ･何 てあり乙･か⊥､J,

･穴汁絹巨利恨卓の採川,ケーシング部流絡什川の仙由化などに

より･向‾･仕様(胤鼠 凪仁f一三)帖,閉脚鎚汀1二の･ト稚J仙で,約

5dB(A)減二汗,効率にか-て5～10%向_1∴L,恥ニー!月転数

で10～20%の低速化を可能とLた｡

これにより,た引叫鵠削-1二叫氏卜はもと.より,

のⅠ;ノバH+'策をも谷易にさせ,且つランニング

低減を可能とした(数伯は当社比)r,

日立低騒音多翼送周j幾

｢ハイシロッコ+

ダクトニ｢-【トなど

コストの人小‖な

都市ガス脱水装置

昭和49年1月末に大阪血斯休J℃会社捌∴～工場へタMポ(逆

心式)冷凍機を仲川した附けガス脱水装讃を納入したし)従来,

小形多;り笥往復動式(HMC)冷凍機を利川した装f賀がほと

んどであったが,今凹納人した装置は,(1川立ご出作巾として

はタw‾ポ冷凍機を他用した角立人古式機であること,(2)過去の

装置に対する故山∴くを加え全円助化したこと､(3)プレハブ化

により工期知縮を1月ったことなどの持氏をもち,税仙崎調に

稼動中であるu 回に,臥二亡ターボ冷咄機を似I-‡+Lた都市ガス

脱水装置をホす｡)

さ濾

Jl′
野点

大阪瓦斯株式会社西島工場納め都市ガス脱水装置
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地下鉄トンネル用冷房装置

地下鉄は無公三j子,且つ安全な点を高く甜面され,郡市交池

機関グ)上流と乙･っている〔)LかL,トンネル内が音字に高札

一舶1をとなることが火ノ1】てある｡ニれは欣求の地下鉄に見られ

乙-いことで,才毛力咽の女手における福江L 高湿外ちも条件によ

るハンディ キャ ップと

地卜紙にするため,卜

性交辿′汀何の指て;#のも

言えよう｡+二記の問題を解決し一快適な

ンネル内冶らiが必要となり,帝都瑞辿

とに地‾卜鉄1Jりきi了㌻砺装置の開発を進め

ていたが,狭いトンネル内にも十分設

言宣し柑る独特な装置の完成を見,既に

銀座札JLノ内線の7区‖耶二実用され,

所期の【+的を達した｡,これは自然対流

式空1く冷+叶器をトンネル内に分散配置

するもので,アた1毛の温度差による対流

を利川するため可動部分がなく,狭い

竹別に設置でき,す㍉ミ1:いまとんど不要

で安全性にt去む｡トンネル内ブ誌湿度分

布は剛ニホすように良好である｡

0

5

∩)

2

1

--

0

0

∩)

0

0

0

空気冷却器
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U
し
㌦
軸
明
恵
溢

測定日 昭49.8.21

■
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トンネル内温湿度

若荷脊

(
聖
チ
■
空
)
ぺ
地
相
葱
禦

7.3 ポンプ

イ氏馬蚤音ポンプ場の完成

瓜ふ!J水道局納め祇剛▲日出区ボン70所は,_卜水道用の抑f

ポンプ場とLて住宅団地内に建設するため,騒二了1i二規制値は鯉

J束外唯3m他山にて逆転帖42dB(A)となった｡

二の仙は1をけ子館ク〕騒了H起と同柑空であり,従火のような機

掛iり本のt;ガ‾工1二対策で対処できる範阿を超えた蚊しいものであ

る｡R立製作仰まこの要求にこたえて,低騒音機器の製作と

ともに広.仁古市水道局の指導を得て達家を含めた防芹設計と胞

-1二管理を行なし､,水道用ポンプとしては初の本格的な低騒音
ポンプ場を完I戊した｡

l;〟古対策の概略を次に述べる｡

(1)ボン70:ケーシングの改良による水刷舵動及びすべり軸

′壬の使用によI)機械音を仏滅した｡

(2)電動機:全閉水冷式低騒音電動機を使用した｡

(3)吐出管:水柱脈動吸収管を使用L,水圧脈動を吸収した｡

(4)達家:軌ま無窓で,空妄(層を介して鉄筋コンクリートと

木毛根,グラスウール,エキスバンドメタルの吸･しゃ音材

との二重橋造とし,搬入口は二重防音ドアを使札 また機械

基礎と塵家基礎を切り離L,機械振動の壁への伝搬を防止し

た｡

主なポンプ仕様を次に述べる｡

(1)口径:250mmX150mm,(2)形式:横軸両吸込2f貨うず巻ポ

ンプ,(3)吐出量:6.8m3/min,(4)仝描程:106m､(5)電動機:

190kW,60Hz 4P,(6)台数:2台(将来3台)
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大形横軸うず巻ポンプ現地完成

ブラジル,サンパウロ‾山水追斤ろ(COMASP)lF小ナ,20,000

HP横軸うず巻ポンプが現地拙什を完了し,枕木三権劇中である｡

このポンプは,ブラジル政府の水利一二■土i某の-▲瑞としてサンパ

ウロlトl二水道の収水ポンプとして用いられるもので,世界で

も糊をみない人裕j-【主うず巻ポンプであるl)

ポンプは｢]期1妄動椀により駆動され,起動引i_杢トルクの低

減をトメ1るため,空転起動･全速充水起動‾方式が採川された｡

この起動方式は横軸ポンプとして賀只のないものであり,校′モ■ま

試験によIト拉良のノバ去を見いだした｡また,地下ポンプ場の

ためjl.川1如梯の甜小を閥り,ポンプUとIiij期`,二に動機は∴一中二支持

の軸魯形J℃を採用し,機械の軸方ir+j上主さの乍蛸｢iを巧▲慮した｡

十な什梯を二大に述べる｡

1,800mmXl,100mm横軸Ilhir吸込うず巻ポンプ×37`†

11m:ソsxl19.6mX720rpmX20,000HP

大形横軸うず

巻ポンプ

高圧デスケーリング ポンプ設備の完成

一製鉄所の呼椒二｢場で作られる厚板の用途は非瑞に広く,似
十力布器放び托力布器などに欠かせないものであり,近年ま

すます苗品官′吾が要求され,デスケーリング圧力も従米のJl三プJ

を超える200kg/cm2クラスが要求されはじめた｡/沖Ⅰ新日本J皇望

与栽株式会社八幡黎望j哉所IF小ナ高圧デスケーリング ポンプ設帖を

受注,完成した｡これによI)故に高圧ものへの技術的推進が

+占礎づけられたt､

今回の.没イJ削ま,ミご;キムゴな経験を-ノい二省プJ化ノ女びj也晰な負荷変

動に耐え柑るものとし,豊誌な技術力により少水‾札少′一塩力と

し∴呪時点の社会的要求である省エネルギー設伯となっている｡

この設イ柘の主な機音詩を次に述べる｡)

(1)テ■スケーリ ング ポンプと什鵜品:1fT 250InmX200Ⅱ■mX

6.5m3/minX200kg/cm2×4,250rpmX3,250kW,(2)アキュー

ムレ一夕:10m3 2鵜,(3)全閉内冷巻線形う･E動機:1台,(4)

盤粕及び配管:一式

′′て′t

ぎ ､2澄六方ぜ

㍍云三三ム!､:空

p′･拶､くJぺ

′′′琶′､､一メ′‾

敷遷買軍ヂ琵･∴よ_二適

高圧デスケーリング

ポンプ設備

超高層ビル用汎用ポンプ

ビル♂〕超高桓‖とととい二,高押込圧ポンプ,ハイポテンシ

ャル エネルギーk刑丈ポンプ,耐㌶三ポンプなどが要求されてき

ており,抑細三友ビル,【二川祭過イ1三センタⅥビルなどの超l;納ラ

ビルに次のポンプが納人され,稼動している｡)

(1)砧押込J_j三川ポンプ

地域冷‖是ノブiの?脊f止水供給仕力や,高折柄からのj上り水の圧

力が13kg/cm2に枚ぶ瑞才甲込圧川HOV形うず巻ポンプ〔)

(2)助力阿収川ポンプ

汎用ポンプのGME形凱て貨ポンプを水中とLて利用し,砧

階層からのテンミリ水がもっているポテンシャル エネルギーをL口1

収するj軌力F州又ボン70｡

(3)山汀ゴミ別ポンプ

マグニチュ【ド7の大地ムー三の伯以卜に州当する加速りL
2.O

Gに耐え了ミ上るHOV形うず巻ポンプ｡

高手弔基ノ主用HOV

形うず巻ポンプ

大水量｢ウォータエース+の標準イヒ

｢ウォーータエース+は,昭和45年未発売以来,住宅川.簡坊

水道札 工場札 畑地濯漑用,稲作潅漑用などに広く使用さ

れ,ノト後,ますます.打架(吊)タンク方式の代皆機椎として他

輔される傾｢h=二あり,大いに期待されている｡仕様的にもこ

れまでの過何範囲(作用Lf三力～6kg/m2以下,仲用抽入水主立～

2.1m3/min以下)を外れる山場の安求が増えてきたため,これ

にん♭ずるためノトi口1噴に大水違の範1瑚を拡大(使用圧力～8kg/

cm2以‾‾F,佃り別技人水_Flモ

暖

Y

､.遜＼㌧
井′ ∧碍蹄

(
芸
＼
叫
三
月
世
旺
搬
十

0
0
0
0
0
0

0
8
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3
2

(従来範囲)‾….諾冒

0.060.10.2 0.51.02.0 5.010 20

最大水量(mりm‖1)

～5.6m3/min以‾F)し

た機稚の標唯化を尤成

した｡

稲作潅漑用として使用Lた

大水量｢ウオータエース+

の現地据付状況

ウオータエースの適用範囲
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汎用ポンプ速度制御システムの標準化

近年,省動力給水システムの要請が.三石まり,年々その芯要

が増大Lつつある｡汎用ポンプの需要家も給水末端のきめ細

かいナナ理的水管理を要望されるケースが多くなってきてし､る｡

汎川ポンプのこの純の速度制御システムは,これらの要望に

応ずるものでポンプ,可変過モートル,変速制御装置などの

システムを標準化Lてきた｡対象は40～300¢各椎ポンプ,

3･7～55kW HCモートル,37～132kWセルビウス用巻線モー

トル,同左用制御装置である｡各稚胤壷のポンプ場規模にでナ

わせて各機器ユニットを集約化L,合車型的に機場計1巾jができ

るようにLた0 図はIi獅口49年度にうこ成した代表的な機場例で,

一千菓県･柏市水道部第5水兆=二納入した例を示す｡300卵糾及

jAうず巻ポンプ4≠iを静1†ニセルビウス制御装置により仝計数

適性制御する汎用ポンプとして放大規模の機場である｡

§‥

鍵

済
全台数速度制御用静止セ

ルビウス装置付ポンプ設

備

切削i夜供給用日立クーラント ポンプJEM

適合シリーズイヒ完成

Ll立クⅥラント ポンプは,工作機械の切削液供給用とLて

永年好評を博Lているが,従来規格化されたものはなく,メ

+カー独白の仕様により製作されていた｡今如LI二作機業界の

要望により,出力,作能,､j‾法などを統･一の目的とした規

格がJEM1242で制芯され,二れによI)｢オイル ポンプ+を

｢クーラント ポンプ+と名称を変え,自吸形5裡頬,浸せき形

6稚類のJEM適合シリーズ化品12機椎を完成Lた｡

主な特長を次に述べる｡

(1)研削液に対し,独口の耐久什ある絶縁仏土繕

(2)規格を大幅に上まわるポンプ什能

(3)B穐相当のE種絶縁モートルの採用

(4)従来のポンプ概念を打ち破った斬新なデザイン

ゆ

遜

べ
す
ぷ
∧

凍

嘗Jlヰ■･･ぎ∧･Y義臣苧て蓮〕

切削さ夜供給用

日立クーラン

トポンプ
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浸せき形 自吸形

7.4 変速寸幾

新形高速平行軸変速機を完成

主にボイラ給水ポンプ用,ターボ圧縮機用などに使用され

るi‡t七辿､ド行軸変速機は,既に数百台の実績をもっている｡今

度,より′J､形化･高ノl′1瀧化を図る目的で新形高速平行軸変速

機(HCS形)のシリーズ化を進めていたが,その1号機が昭

和49年3ノ才完成した｡

_一手三な持氏を,次に述べる｡
(1)ギヤケースを鋼板溶接構造とし軽量化を図っている｡

(2)泣′克焼入れ後研削仕上げしたJISl級のはすば歯車の

伸輔により,振動騒音が極めて小さい｡

(3)伽車は,適切な歯形修幣及び歯すじ修整を施して高い蹄

向荷帝に耐え得るよう設計されているため,従来形に比較し

て各サイズとも20%以上の容量アップとなってし､る｡

露一穴∧一1.対嘲 辱

を.f′j㌻才′一首

新形高速平行軸変速機

新形可動翼トルク コンバータのシリーズ化

拇絆機,遠心柵出機,巻収機などの剛転数制御用に可動巽

トルク コンパーータがJ去く採用されてきたが,このたび,(1)ウ

オ【タ ンャケソトj令却方式からオイルク【ラ冷却方式への変

虹(2仙蔵給油ポンプ部ノ女び可動異様作部の構造簡素化,な

どにより′ト彬軽罷化を図った新シリーズをンこ成した｡

こグ)シリ】ズの採用により,(1)肘付面接の減少,(2)保守の

簡素化などの効果が生ずる｡昭和49年までの累樟生産台数は

約300台を超えている｡

粁
巧打ノセ

厨く〉茅よ腰
′萎

卓翫忘㌫

′?熱戦

ナ側

新形可動翼トルク コンバータ
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ポンプ用新形かさ歯車減速機を完成

日立かさ歯車減速機は主として雨水排水凧 農耕用水用な

どの立て軸ポンプ用とLて多数の納入′実績をもつに至ってい

る｡

ニのたび,‾妃にこれを小形蜂毒化,構j立の簡略化(メインテナ

ンス件打=｢り++,,亡ごi性能且つ耐i言栢作をねい､としてSB形の

モデル チェンンを推進してきたが,二のほど析形のシり肝ズ

化が1こJ′し,その1号機が完成した(つ 従来のSB形に代わる

VRS形はギヤケースの大きさ5サイズのシリーズで,30P S

かごっ2,000P Sまでカバ∽する(,

新シり∽ズVRS形の主な特上主を次に述べる｡-

(1)ギヤケースを従来の鋳鉄塑望か↓､フ鋼板溶接構造に変え,軽

二造化を周った｡

(2)厄結ギヤポンプをギヤケース内に収納し,油巾より低く

仙置したため初期i】耶抒が布易となるf)

また冬季など潤滑油粘性が.l■い､･場†トでもポンプ吸込がスム

rズに行なわれる｡

(3)サイズ及び伝達動力によって異なるが,最大6･3までの減

速比をとることができる｡

(4)減速比の小さい場合は,最も大きいサイズVRS125形で

最大2,000PSまで伝達吋能である｡

などである｡

歯車減速ヰ幾何i充体変速⇒幾を開発

ポンプ,フアン,クラッシャなどの回転機械の駆動装置と

して流体変速機と歯車変速機をそれぞれ単独に設置していた

が,据付及び保守を容易にするために,両者を同一---ケース内

に収納して一体化したコンパクトな歯車減速機付流体変速機

を開発した｡

この変速機を採用することによI),(1)小形軽量化による据

付面樗の減少,(2)部品点数の削減,潤滑装置の共用化などに

ょる保守の簡素化及び信頼性の向上,(3)計器.保安装置の簡

略化などの効果が生ずる｡なおこの機種には,流体変速機と

平行軸歯車変速機,及び流体変速機とかさ歯車変速機などの

組み合わせがあり,用途に応じた使い分けが可能である｡

項蕃 名 称

入 力 軸

玉軸 受

ンベラ

自動卦b二ろ軸

ラ ン ナ

中 間 軸

ケーシング

÷十音譜芸
---------------＋-‾

数量

蕃
面丁㌻三‾才‾プ‾‾‾丁う
11

量[墓室亘主義
14

15

出 力 軸

ケ
ー

ス

′①
㊥ ＼

/溜/(軌＼､＼

0 ◎ 2

出力側

すむ 曲

l

l
入

l
l

l

l

1

､､て吏＼てむ
9

7

也

0

の

抄

0

仇

l

l

l

J
/
/

よよ

屯p

0

Q♪

⑳

/
/

†2 15

減速機付き流体変速機(GTSギヤード ターボドライブ)の構造

力側

7.5 省力機器

クリアランス20/パまめあい作業可能の触覚

ロボット

組立作業のような人間の手先の感覚を必要とする作業の自

動化は,非常に困難とされている｡特にミクロンの精度を要

するはめあい作業は,従来の工業用ロボットや自動組立機械

では不可能である｡ニれは,二つの物体間の相対的な精密位

置fナわせが難しいこと,また位置があっても隙間が′トさいた

めに,挿入する過程でいわゆる｢かみ付き現象+が生じて挿入

不可能になってしまうためである｡

触鴬はめあいロボット``HトT-HAND Expert-2''(ハイテ

ィハンド エクスパート2)は,人間の持つ優れた手先の感覚

機能を生体工学的立場で検討し,精密なはめあい作業の可能

な実用化を指向した知能ロボットとして完成したものである0

同は主要部の構成を示すもので,ロボットの手首部分は板

ばねを介した柔軟構造となっていて,その変形を手首感覚と

して取り出せるようにしてある｡はめあい制御の方法は,ま

ず保持した部品の先端を対象部品の大の近くに接触させ,所

定の押し付け力を与えた状態で穴位置を探索する｡シて位置が

見つかると手首の感覚センサからの信号をフィードバックし

て火の方向を確認しながら挿入動作を行なう｡挿入の過柑で

は位置の傾正と同時に押し込み力も--一一定の範囲内になるよう

に制御して,｢かみつき現象+をl妨いでいる｡不良弧指などの

ために正常なはめあい動作ができなかった場付ま,弧別州父

装置へその都度リジェクトするようになっている｡制御装置

は,ピンボードでプログラムをセットするシーケンス制御装

置でよいので,`テ琵-｢計算機は使用Lていない｡

以上説明したように,はめあい作業という非常に高度な機

能を要する組立作業を触覚ロボットによって可能としたもの

で,主な特長は次のとおりである｡

(1)異なる2椎類のはめあい作業を主ロボットと補肋ロボッ

トの連係動作で行なっている｡

(2)±2mmの位置のばらつきがあっても,20〃柁度のクリアラ

ンスのはめあい作業ができる｡

(3)はめあいに要する時間は約3秒柑空で,能率よく組立作

業を進めていくことができる｡

(4)はめあい不良が生じたときは,それを検知することがで

き,不良部品をリジェクトする｡

(5)制御装置はシーケンスをピンボ【ドに設定する専用装置

でよく,電子計算機を悼う必要がないので実用的な規校とな

っている｡

iEこ′′′′㌧′≠

財.●

触覚はめあい

ロボット"H卜

T-HAND Ex-

Pert-2”
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マシンハンド群管王里システムを完成

【1立鮒乍所では専用モートルの受注から加工,組立,プ邑送

圭での生産機能全休を1註ナ計算機で制御する総でト′七度システ

ム｢モデル ショlソブ+を1こ成Lた｡

モ【トルの部品中でシャフトは特に麒芥のf-ト様が多様で,

Lかも願祥一要求側に立ったほうが有利な一肌‡‾ムである｡二の多

様化Lたシャフトを青む宰よく加工するショリブとLてノi丘｢ぶ一

許機でオンラインリアルタイムで辟即り皇された数的肘=卸(NC)

機肝か1I巧dこだされているし〉二れらNC機4子㌻へのシャフト素材

グ)イ川如二は臼-､ユニ鮒1三所与望門形マシンハンド4≠i,マシン/､ン

ド■ナ什抑制御装道"HIMAND-MASTER■､を仙川L,_上作機

!川期Lて群制御を行なってし､る｡

二二に川いられてい

る門咋ラマシンハンドの

トラバーーサの雛励機に

はDCサーボモータを

仙川して､多ノ肘二!:川二を

叶絶とL多様化したシ

ャフトの工作機への心

脱に威力を充j■1】iするっ

専用モートルのシャフト

加工ライン

句鞄莞ヨ島蔓'

小形漁舟昏用電動ギヤード キャプスタン

虹ll_

小作ラ洲jri叫▲をHリ之ひ1榊提げ作業J臥 重た朴才斐作濃における

舶クりl/ノ肘J,州仰･Lグ)リ11イデせ､そク‾)他.H絹ごf手法乙･ヒ･多l=lミノブ)rr

ノJ恍汁こさとLて,′･‾に刺ギヤートキー1-･フ■スタンを一ノこ戊Lた､従九

i柵川Jキャプスタンとしては,船ク‾)エンノンかLlノのべ′し卜即

土的,川‥-_【三モーートル鰍三助､｢フォー-ムキ1-I

るか,ニグ)聖望⊥111は汁L朋､∵て什うギヤ モーーー

1-･プア･タン川とLて桝,;壬.汁FJたもグ)で,

りである_,

(1)Jl川岨卜l｢りきの､ソニて形付7.j左グ)ため,

ノJグ)リ11弓子せが叶能である‥

(2)モーーートルは馴HHに掛二過した巻線,

モートル即効乙･どがあ

卜/しを一仏礎に,二けにキ

主な1寸i_主はJてのとお

360比あぃ′Dるノノ‡/りか

絶縁物を抹川rノ,ぎ械

越糀仙r上付力なrミー州池他人れ似りtをグリー･-スで潤粥L,メイ

ンテナンスフリーと Lている_.

(3)ステンレスこ皇引1リノ帆助川川んけ柿,山川痢二_f仁オイ′レンl--

′し仏工,仙女碑装なヒー,仙水･仙女に仙よLたⅠ払汁を行な/ンた′_

(4)外か-ち∫〔はすばt+小卜21…貨秘･虫

‾ノノJ〔であるため効やが.小､

なお,什様は次のとおりである｢_

山ノノ:0.75～2.2kW

(′vDGEタイプ 60rpm､)

0.75～3.7kW

(VEGEタイプ 90rpm)

電動ギヤード キャプスタン(2.2kW

VDGEタイプ60rpm)
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日立条鋼用′､イリフト

従米,ビーム ブランク(条鋼)は吸着部の面枯がその形状か

ら′トさく肘‖災され,上1つ重量が大であることより,リフティ

ングマグネットでの恥淡いは蜘難祝されていた｡しかし,省

ブJ化/女び安全件のれLのためビーム ブランク用マグネットの

敷石=とが強く望まれてきた｡このたび製品化した日立条鋼用

ハイリフトは,ビMム ブランクだけでなくブルームも取抜い

できる掛円形であり,現在好調に稼動中である｡

概要は,形式:LM-UB148H,寸法:1,400mmx800m叫 一正

柱:DC220V,う註流:17A(冷暗)･12A(熱時),使用率:50

ク右､帥別:H楓 自重:1.900kgグ)マグネット2≠丁使用し,良

さが鼓大12mの′新見ビーム ブランク,及び高温ブルームを2～

4本収I)扱いが可能である｡

また,つり上げ拉大荷重は14t

までである｡主な特長とLて

は,磁乞毛飽和の発生する吸着

部の磁極形二伏に独自のくふう

を施Lたため軽量,且つ機械

的に長寿命である点が挙げら

れる｡

また,シリーズ品としてつ

り上げ滋大荷重が7.5tのもの

も製品化され納入された｡

稼動中の日立条鋼用ハイリフト

7.6 建設機械

新形トラック クレーン シリーズの開発

抑1二三トラLソククレーン シリーズとLて､仲縦ブー1ム∫じの

FH70け壬r20tつり∴ FHlOO彬(28tつり),ラナス ブーーlムJじの

FK150什壬(35t一‾ノり)の3機純を朋党Lた.､

糾ンリース'･グ‾)トな柑上土はりこのとおりである.ユ

(1)才肘1ミグ)附ji･な仝油Ll湖刺‾ノインじである._､手引二FK150形はラ

ナス ブームJ‾じとLて,r七丁稚糾グ)うモ油汗.恥的を才采川した｡

(2)ノヾ小f】iち･中引t=とにより,此l卜｢･紳輔爬令+に対して仝装

仙でj山格.i世子十ができる′!

(3)耕射ちFH己のrト▲仁ハイり ミ

瑞
車芸竜

書流塔
守を

早
苧書J

書r
ヤー

去弼

ソタ装イ職により,迎荷_‾前に刈▲し

て子羊臥 て古宇報,l二1動作Ⅰ_卜する

グ)で倒壊り稲生を未然にドガぐr〕

(4)騒汁は75ホン(30m,A

スケール)以‾卜である｡

(5)うこ仝独上作jの逆転1主は視

界,池ノ軋,小汁i三什か1呈い｡

(6)ノ1く検,凋1ささ,ノ女び糸た油脂

はイ抑九 j析性が少なく簡単で

あるrJまた､シブ,アウト】ノ

ダなどの1壬貨取セットが簡jiiで

ある_.

FH-100形伸縮ブーム式油圧トラッ

ク クレーン
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MEMCO一日立ミニジョン式シーノレド掘進機

シールド掘進機は大別して,手掘†)式,セミ機械式,回転

カッタ式に分類される｡近年,トンネル労働者の不足により,

トンネルの掘削は機械化シールドの方向に向かい,セミ機械

式,回転カッタ式の需要が増人している｡

従来のセミ機械式シールドは,手掘リシー｢ルドの内部に簡

単なバックホウ式掘削機を装着したもので,州削力も弱く,

主として軟質土の掘進に用い,掘削範囲も切羽全面を柵消IJで

きるものではなく,掘削よりも積込機としてバックホウを使

用するものであった｡このようなセミ機イ城シールドに対L,

より掘進速度の速い,強力なシールド掘進機として,強力な

掘削力,切羽全面の榔削り一子をもつMEMCOミニジョン式

シⅦルド掘進機を国産化した｡

この掘進機のエキスカベータ部分を｢ミニジョン+と呼ぶ

が,ヒンジ機構でジャッキ駆動されるバケットとブームをも

ったブーム ヘッドを水平軸まわりに同転させることにより,

バケット先端のリッパは,切羽のどの部分にも到達できる｡

シールド刃口天盤側には,ポーリング プレートを設け,切

羽に貰人させ,その縫地効果により切羽の崩落を防止Lなが

らミニジョンで摘消りする｡

ミニジョンで掘削した｢ずり+はバケットのスクレーパ動

作により,効率よくシールド下部に設けたコンベヤに柿み込

むため,積込容量が大きい｡

切羽のご状態が良好なときは､ミニジョンで心技き抑消IJを行

ない,ポーリング プレ"トを買入させると,外周部他山が楽

に掘削できることになり,能率のよい心技き州削も行なえる｡

ミニジョンのリッパカは最大60tあり,300kg/cm2の軟岩まで

掘削し,更に1,000kg/cm2クラスの硬岩抑進にはゆるめヲ邑破を

併用Lて,掘進を行なう｡このように土質トンネルから岩石ト

ンネルまで広範な地質に適用できるので,我が国のような変

化に富んだ地質に対しこの掘進機は二拉も過したものといえる｡

主な仕様をi欠に述べる｡

(1)ミニジョン式掘進機

ブ【ム ジャッキ:出力152tX行幸モ710mmXl本

バケット ジャッキ:出力78tX行程500mmX2本

トラベル ジャ･ソキ:出力78t X行程2,120mmX2本

(2)シールド

シールド径:5,100mm,ン【ルド ンャッキ:出力100tx

18本, ポーリング ジャッキ:出力100tX7本

驚預′琴ギ草野≡箋蔓′こき㌔撃′
一 鉢1

車鞍▲轟

叩凍
肌

イ
一

MEMCO一日立ミニジョン式シールド掘進機

･〆

油圧ショベル シリーズの拡充

最近,油圧ショベルの普及発展はH覚ましく,中･′ト規模

のビル建築,地下鉄工事,下水道整備,道路工事及び骨材採

取などはもちろんのこと,サや掘込港湾,ダム建設などの大

形プロジェクト,鉱山での原石採取などにも期待されており,

機械の人形化とともに需要も多様化の傾向にある｡一方では,

社会情勢,価値観の変化から従来の高能率だけでなく,騒音

の低減,安全化,道路連行規制などの問題も出てきて･いる｡

これらに対応し,日立建機株式会社は,既存のUHO4(バ

ケット容量0.4m3),UHO7形(同0.7m3),UH14D形(同1.4

m3)に加え,析しくUHO5D形(同0,5m3),UHO9形(同0.9

m3),UH14形(同1.4m3),及びUH20形(同2.Om3)を開発し,
基本モデル7機畦をそろえてンり”ズの拡充を【周った｡また,

トンネル内や柱宅地域内の工事用として,無排気,低騒音の

UHO4E形電動ショベルを開発し,有毒ガスなど危険地域内

での作業用にUHO4R形無線ショベルを開発した｡

各機種の主な特長を次に示す｡

(1)UHO5D形:(a)数の多い11tトラックで丸棒み輸送できる

大ききでありながら,作業量は他社13～14tクラスの能力をも

つ高性能汎用機である｡(b)騒吾が比較的イ吐く,且つ燃料消雪萱

竜の少ない省エネルギー形である｡

(2)UHO9形:(a)作業スピードが速く,掘削力も強いトラク

タ式足まわりの掘削専用に適Lた中形機である｡(b)油圧パイ

ロット式2本レバーで操作がたやすく,且つ騒音も比較的低

く,居住′性も良いので運転が楽である｡

(3)UH14形:(a)走行性能,耐久性に憧れたトラクタ式足ま

わりを備え,掘削時の安定が良い大形掘削専用機である｡(b)

油†土パイロット式2本レバーで運転操作が楽である｡

(4)UH20形:(a)2エンジン300PSで,作業スピードが速く,

大作業量を誇る純国産最大の油圧ショベルである｡(b)油圧パ

イロット式2本レバーで運転操作が楽である｡(C)一j欠分解だ

けで,25tトレーラ輸送ができる｡(d)岩塊,砂利など校込用の

ローディング ショベル フロント,海底砂掘削用グ)スMパr

ロン グ フロント もある｡

(5)UHO4E形:(a)全閉形電動機を搭載し,電気系統には各

種安全装置を完備している｡(b)トンネル内など狭い空間でも

作業できるショート りrテ フロントもある｡

(6)UHO4R形:(a)70m遠方の危険範囲外から遠隔制御ができる｡

(b)無線免許を要せず,感応動作遅れがなく運転が容易である｡

各機椎の主な仕様を表に示す｡

項目
形式 UHO5D UHO9 UHt4 luH20 UHO4E UHO4R

パケット容量(m二1) 0.5 0.9 l.4 2.0 0.4 0,4

エンジン出力(PS) 81 125 200 300 37(kW) 81

全装備重量(t) lt.0 20,8 34.1 44.0 10.5 10.5

最大掘削深さ(m) 4.5 6.52 7.43 8.0 4.35 4.35

UH20形油圧ショ

ベノレ
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ブ由圧式アースドリノレの開発

市街地における某礎機械の髄氏 及び振動などの公二苦悶題

により,杭打機も従来の粍製杭打機から,無騒芹,鮒七三動の

場巾打杭施工機へと移り変わりつつあるり 軋二杭で支持する

梢j生物も大形化し､杭イ至も大【り軋 及び高探性化の佃打りにあ

るっ このたび開発Lた油圧式アースドリルは.二れらふと近の

工-!拝の要求に過分するとともに,優れた機能をもち,顧布か

⊥二)好i沖を得ているr､二の油斥式アースドリルは上軌ニヲ己売して

いるKHlOO形クローラクレーーン本体の油妊娠を利用し,フ

ロント フレームに収り付けた油r主モ【タによりケリーーバを

【_】-1転させ､ノベケットにより掘削する

もので,次の特上主がある′つ

(1)掘削r‾1律は標準1.5町 枚方射出｢盤

り】マ付きで2m,掘F抑果さは標準

33mステム付き43mである｡

(2)パケ･ソトの回転数は.負荷にLむ

じて目上和白勺に0～24rpmまで変化す

るので,効率の上皇い掘削ができる｢_､

(3)油圧駆動ノJ式なので,騒芹の発

牛i喘が少なく,従来の機種に比較し

て偉かである｡､

(4)ケリーバの騒動部は,油圧押‾‾卜

装置付なので,強力に掘進できる｡

(5)本体の逆転牌で全揺す1‾三ができ,

操作性は非常に良い｡

(6)バケット茶道は0,8m3と人きく,

軒幣針

汲

KH100形油圧式アース

1阿ごとの排土量が多く能率が良い｡ ドリル

N CMT形6主事由クレツト式N Cフライス盤

NCM形数イ郎刈御(NC)フライス盟のシリーズ'機として,

目刺化,詣能率化を臼的に開発Lたタレット式l′-Ⅰ垂れ工具交椎

柴苫付きのひぎ形NCフライス盤が先攻した｡

この機不或はNCフライス盤において比較的卿比の多い丁上し

交換作業のl′1動化により,アイドル タイムの縦fんikをねらった

もので,フライス,ポーリング,ドリリングなど,J上位l呵の

声kr㌣∩三業を｢1劫郎Jに行なえる｡

七な特一上主は次のとおりである｡

(1)タレットヘッドの1や=t=Jはゼネバ機7隅による駆動とロケ

ートビンによる椛墟こ付帯り亡めの仰川で動作は碓二丈,且つド川手

である｡

(2)主軸は超粁密根アンキュラーーf淵!一三で,過りJろ∴′#+一三をり･え,

il‡け削ま独L′1のブリ〉-スて密封梢j立で熱変イ立の防1卜を｢こ文一ってし､る〔)

､ご′､く妙
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(3)主軸速度は標

叩ミ形と汚モi速形とが

あり,加._しl占柑官'享

別選択が可能であ

る｡速度選択はプ

リ セレクトノブJじ

で,テープ指延は

不安である｡,

NCMT形タレット式NC

フライス盤

7.7エ作機械

日立-アジエ放電加エヰ幾の完成

放`■に加コニ機のⅠ_叶界的ト‥ノブメーカMであるスイスのアシェ

什と拙作したfト工･一アジエ放†江ノ肌り幾は,クイルまわりの超相

律浦エ⊥1=Jll工と,組立技術か要求されたが,H_立精工株J〔会社

のもつ_ピ呈tこ†な経験と技術を鰍他rノた結果,アジエ杜のオリジ

ナル;卓望【汀卜と同等のI～占乍ノ汁一泊巨をもつものを完成した｡

す1H驚機稚は.小什邦吉寓放電JJ口二｢機AB･-m,中形精璃こ放電加

_‾Tl機EMS-15と人形ガ能放う宅加工機BLである｡ニれらの磯
子城に耽り付けられる1立i憤は,仝トランジスタニi三電i憤L形の25

L､45L,85L,90L2,100L4及び加工電流伸二増力ロ用電源

(ブ【スタ)のBlOO,B200,B400と微細加工用竜一原のSTM

グ)なかかノブ汀J遥,【l的に応じて選択,あるいは組みでナわせて

一郎りされる｡

粍手戒別の持主主は,電椒殺人各違がAB-m:25kg,EMS-

15:100kg,BL:500kgとなっていて同形俄に比較して人き

いこ･とと,ミクロン糸及の高い機械精度になってし､ることであ

る一つ その一一例を衷(a)に示す‥ また,特に研究開発された.‡'古感

性氾従作をもつサーボ機構は,ジグポーラ級のクイルをト耶廿

に作三糾させるため,電ミ憤の諸機能とあいまって申越した加二1二

才抑1三が子りミJ〕れる一一川となっでいる｡1一馴郎71;は､標準什様で必

子群,汁つぃ分な機能がr勺戚きれているたれ 加∴l∴技術データ

ブックを二束｢勺±して細心荷でいl之過力‖_l二条什を簡単に設1左す

るニ上ができる.｢圭た,熟柿一片にと/1ては,放1屯カー†1二の限界

に挑戦することも･り頂旨である｡標準仕様でト小鼓されている機

能でむ!デモ許なものは,姑地利御装置,打.=に圧市′ll紬j柑礼 微細什

卜いり踊･,`i‾に椒ボンビングJ肌1二装置,川火噴i就業置,ブザ【fナ

雉接触ト2二ii!二こナノさめ装置枚び様利率一汁などである｡

加工試験もすべて合

ノん〃=好いn′去ぷ紺"‖ダ

ガダ

う
ー
濁
～
∫

紆 ･転〆

中形精密方女電加工機EMS-15

(a)主な静的精度検査の一例

済

格し,オリジナル品と

同等以上の結果が得ら

れたが,現在他社機に

対して表(b)のような加

1二特性に関する差異を

確認し,その優位性が

カニ証されている｡

単位(mm)

検 査 事 項 実 測 イ直

加工ヘッドの上下1軍動とタイル中心線との平行度

クイルの運動とテーブル上面との直角度

クイルの運動のねじれ度

l嘉歪…3二呂3…
左右:

前後:

0.001

クイルの運動の莫直度
左右:

前後:

クイルの運動の繰返L精度
左右:

前後:

(b)面あらさを同一にLた場合の加工特性比重交(Cu/St)

比 較 日立-アシェ機の加工速度 日立-アシェ機の電極消耗

匡】内A社 優れている(約6.5倍) ほぼ等Lい(1､りl.4)

′′

B社 優れている(最大約4倍) 優れている(lへり4)

国外C社 :ほぼ等Lい(卜■,5倍) 優れている(約り卜5)
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日立コンピュータコントローノレ

N Cテープ チェック システム

臼1∑精工株式会社では,自動矧司機の分野に横棒的に進J‾出

しておI),ドラム形､フラット形などの納入実績を広げてい

る｡最近は数値制御(NC)工作機の著しし-普及党旗に伴い､

機械の稼動率を向上させるため､安価で使用LやすいNCテ

【プ
チェソク システムの山∴呪が強く望まれている｡/卜山に

の要望にこたえ,NCテ∽プのチェックを手軽に行なえるシ

ステムを開発した｡

このシステムは矧送卜何の見やすい二在て形の製図機,王統テー

プリーグ,データ タイプライタ,ミニコンピュータなどか

ら成っており,NCテmプの内容を手軽に高速で鮮明な1■』彬

に向き出すことができる｡チェ､ソクできるNCテーープの椎類

は,HIDAM,FANUC,OSPそグ)他がある｡

愚
こにこ二

HCDS-VO805 NCテープチェック システム

7.8 溶接機

高性能形半自動アーク溶接ヰ幾 T Sアーク

｢Fシリーズ+

日立TSア”ク｢Fシり∽ズ+は,特に各棟の日動機との

組合せなど,多様な応用件と高度の安定性をもった高作能機

で,一般用TSアーク｢Uシリーズ+とともに,日立J是酸ガ

ス半自動ア【ク溶接機の中心機椎となるものである｡

この｢Fシリーズ+は,200A,300A,350A,500Aの標準

4機種から成I),日立‾製作所が業界に先がけて開発し,高仁子

相性の点では既に定評のあるサイリスタ方式を･抹川している｡

主な特長をi欠に述べる｡

(1)溶才妾電流,アーク電圧の個別制御及び一元制御のいずれ

もが可能で,初心者用から

高弟汲自動機用まで多様な用

途に適している｡

(2)強力な出力安定化回路

により,常に一定で安定な

i容接結果が得られる｡

(3)新開発のトーチは操作

惟が一段と向上し,維持費

の低し､独特のガイド分割方

式を採用した｡

日立TSアーク｢Fシリーズ+

(300A)

マ済芸域盲顎㌫

31⊃l⊃F

i

溶接ヒュームクリーナ

溶接作業の環境改善を目的と

ヒュmムを発生源から｢吸引し,

して開発されたこの装置は,

ろ過する装置で半白主軸溶接用

と手溶接用の2機稗がある｡

主な持氏を二大に述べる｡

(1)半自動†容積用 WF-100M形

(a)吸引ヘッド部は標準トーチに簡単に取り付けられ,岐

iJ】効率が良く,作業性,溶接侶三とも優れている｡

(b)モータは強制空冷用冷却フアンを備えているたれ 煉

才乙iのおそれがない

(2)干溶接用 WF-301E形

(a)ノト形軽員(約5kg)のため,持ち運びが自巾で狭い場

所でグ)使用が不易である｡

(b)動力が圧縮エアなので漏電の別命もなく収拭いが?f観

である｡

半自動溶接用

ヒュームクリ】ナ

£

7.9 その他

日野自動車工業株式会社糸内め

トラック･バス用大型シャシ ダイナモメータ

近年,トラック･バスなどは大型化,高速化の傾向にあり,

且つ走行時の騒音が問題化しつつある｡ここで述べる大さ与-'1シ

ャシ ダイナモメータは,大子1竺車I山jを無学某内におし､て逆転

し,動力特性ノ女び走行騒音を試験するために納入設置された

ものである｡主な仕様をi欠に述べる｡

(1)ドラム:直径1,800m皿,幅3,000m-Ⅵ,軸垂10t,(2)ダブルロ

ーラ:直径342m田×2本,(3)速度:最大150km/h,(4)動力収
収装置:直流電動機(4段埜適機付),吸収動力550kW,伽軌

動力3S5kW,(5)被試験車重量:3.3～33t

主な特長をブ欠に述べる｡

転､こ

(1)ダブルローラ部は,被試

験卓のホイール ベrスにfナ

わせて移動させ,ボ∽ル

ジョイントによI)動力を†去

達する構造とした｡(2)4f立

切換歯車変速機は,特殊な

歯車列配置を行ないフライ

ホイール効果をイ氏減させ,

試験可能な車両重量範囲を

拡大した｡

大型シャシ ダイナモメータ
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電気油圧サーボ方式水中起伏形造波装置

海岸に建設されるJ京子力放び火力プラントの環境保全並び

に構造物の安全性などを研究するためには,海岸の波浪現象

を実験室内で再現する必要がある｡このためには,規則的な彼

のほかに,不規則な波を発生させ得る造波装置が必要である｡

二の装置は,水中の造波板を電気油圧サーボ式加振機で起

伏させて波を発生する｡造波装置は3子iを設置し,各の造波

板は同期運転,及び単独運転が可能である｡また,水中起伏

式造波板のほかに直立式フラップ形造波板を備えて,‾交換他

用ができる(閲)｡

主な仕様を次に述べる｡

(1)水 槽:幅25×長さ50×探さ1.5(m)

造波板:幅1.5mx長さ6叫 3枚

(2)波 高:投大50cm

(3)同 期:0.8～10s

(4)油圧源装置:圧力210kg/cm2,流量470りmin

この装置の主な特徴を次に述べる｡(1)水中起伏式のため造

波板でのJ丈射彼の発生がな

い｡(2)造波板後方の水槽中

に消波部を設けるため,造

枝葉置本体を水槽中に設置

した｡(3)造波板を駆動する

リンク機構は栢形構造とし

軽量･高剛性化を図った｡

電気油圧サーボ式逼波装置

X線診療にイ吏用されるマニプレータ

最近盛んな競馬ブームであるが,競走馬は品格ある強敵な

姿体にも似ず意外ともろく,特に骨の故障は致命傷であるに

もかかわらず外部からの診察は七難の業とされてきた｡かね

てこれを憂慮していた日本中央競馬会栗東トレーニングセン

ター(滋賀県)から日立メディコ株式会社へ競走馬Ⅹ視診察

装置の開発依頼があり,うちⅩ線装置を除く機械装置の設計･

製作を日立製作所が担当したものである｡その構成は日1t製

作所でかねてより開発を進めてきた大形マニプレータを使用

し,本来物品を着脱するために付いているフィンガーの代わ

りにC形フレームを取り付け,その両端にそれぞれⅩ線管球

吾桔,及びカメラ部を搭載L,

操作室より遠隔操作によっ

て競走馬の躯体に沿い上下,

前後,左右及び斜め方向な

どあらゆる角度からⅩ疎通

視･撮寿担ができるようにし

たものである｡天非走行方

式のため,動作範囲が大き

く,Cフレーム上でⅩ線授

受を行なうため高精度画イ象

が得られ,且つ7軸自由度

のため操作性がよいなどの

特長が挙げられる｡

競走馬の×線診療に使用される

大形マニプレータ
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日立X線手荷物検査装置BIS-X1200

Ⅹ線パルス透視法と映條†言号記憶器とを組み合わせること

により,一般フイルム頬に実用上影響を与えない程度の,低

Ⅹ根室でのⅩ線透視検査を可能にし,コンベヤ システム,多

方向遠視法の採用による高度な処理能力の達成により,航空

機犯罪防止上,手荷物検査の質及び能率を高めた｡この装置

は航空機に関連する犯罪防止用だけでなく,その他の犯罪防

止用としての荷物検査にも採用され好評を得ている｡

主な特士主を次に述べる｡

(1)近視方向は3方向で,透視像のパターン認識が谷易である｡

(2)透視視野が700mmX700mmと大視野である｡

(3)処理能力は最大1,200佃/時と高能率である｡

(4)外部漏洩線量率は0.5mR/h以下と少な

ところの作業主任者を要しない｡

書

くゝ

表

く,法規で定める

日立X線手荷物検査装置

(BIS-X1200)

日立三尼水処王里装置(土木現場･整備工場用)

(1)土木現場用泥水処理装置

りバ【ス工法,地下連続壁工法などより発生する大量の泥

水は,廃棄埋立処分をLていたが,捨場の不足,∴次公害,

連搬中の道路汚染などにより,浄化･脱水処理の要請が強い｡

この業i凱ま品濃伎の粘土･シルトを含んだ打丘水を凝集沈粒に

より浄化し,スラり】分は二次凝集を行ない,水切リコンベ

ヤで脱水する｡土木現場用として設計したため､装置の道路

逆手般,現場指什･撤去及びう基転が極めて容易である｡処理水

量は30m3/h(8%濃度),浄化水の浮遊物質(SS)量は150ppm

以‾F,脱水土砂の含水率は約50%で処分が容易である｡

(2)整伯工場用泥水処理装置

建設機寸城空封筒工場の洗浄排水はS Sとともに油分を含んで

いる｡この装置は油分とSSの共存状態のもとで,浮選の原理

によって微細な分散油,あるいはエマルジョンを二選択浮上分

l
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離する｡装置はユニット化

してあり,設置が容易で中

規模工場用に適している｡

処玉里の一例を次に示す(処

理量8m3/h)｡

(1)油分:600ppm-1.2ppm

(2)SS:1,000ppm→16ppm

P4C泥水処]埋装置(土木現場用)




